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Ⅰ UEBの基本原理 

① 全ての分野を記述するための点字である。（楽譜は例外） 

② 点字の上でも、どの記号が表されているかの曖昧さを読み手に与えない。 

③ 墨字の元資料そのままの（を読み取れる）点字を作ることが、最も大切な点訳規則であ

る。（純粋に装飾的なものは除く） 

④ 墨字記号は、点字においても一つの記号に対応する。その同じ点字記号は、分野に関係

なく使用される。 

⑤ UEBにおいては、マスあけも含めた 64種の点字記号は、前置点か基本点である。 

8種の前置点：数 拗 小 ｜ 濁 斜 外 大 

⑥ 外 と 大 は特別な前置点である。二つの前置点を組み合わせて、基本点がなくても点字

記号を構成することができる。指示符だけに用いる。 

⑦ 他の点字記号は、基本点、または基本点にいくつかの前置点を付けて構成する。 

Ⅱ 歴史 

1991/01 アメリカ点字委員会(BANA)に対して提案(T. V. Cramer & Abraham Nemeth) 

1992/10 特別委員会による基本部分の報告書 

1992/12 アメリカ、イギリスに対して開発への参加をすすめる 

1993/06 国際英語点字協議会(International Council on English Braille)の上での開発に移行

（メンバーにオーストラリア、ニュージーランド、南アフリカが加わる） 

1995/03 ICEBの特別委員会による改訂された報告書 

2004/04 ICEBが、UEBは各国で採用しうる十分に完成された国際標準英語点字である 

ことを宣言 

2004/05 南アフリカが採用。ナイジェリア（2005/02）、オーストラリア（2005/05）、 

ニュージーランド（2005/11）と続く 

2010/04 カナダが採用。イギリス（2011/10。2015年末に移行）、アメリカ（2012/11。

2016年 1月に移行、ただし、理数点字にはネメス式点字も残す）、アイルランド

（2013/12）と続く 

2010/07 ICEBの理事会、開発プロジェクトに代わって UEBメンテナンス委員会を設置 

2014/06 日点委、中学教科書（英語のみ）から順次 UEBを採用することを決定（中学は

2016（平成 28）年度用教科書から、高校は 2017（平成 29）年度用教科書から 

学年進行） 

※一般文章中では、なるべく UEBを使わない、略字を用いない方向で検討中 

Ⅲ マニュアル 

Christine Simpson ed.: Unified English Braille—Second Edition 2013; ICEB, 2013 

ICEB Homepage: http://www.iceb.org/ 
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Ⅳ 句読符 

， コンマ 一 ； セミコロン 二 

： コロン 三 ． ピリオド 四 

．．． エリプシス 四四四 ― ハイフン ＿ 

— ダッシュ 大＿  ロングダッシュ 濁大＿ 

／ 斜線 ｜や  汎用コーテーション 八 零 

“ ” ダブルコーテーション 小八 小零 

 

‘ ’ シングルコーテーション 大八 大零 

’ アポストロフィ わ 

（ ） 丸カッコ 濁き 濁よ 

［ ］ 角カッコ 斜き 斜よ 

＜ ＞ 山カッコ 拗き 拗よ 

｛ ｝ 波カッコ ｜き ｜よ 

 

① 墨字上のマスあけは、幅に関係なく、点字では１マスあければよい。（点字のレイアウ

ト上の必要性から、２マス以上あけることは有り得る） 

② …には、ピリオドと同じ 四 を用いる。エリプシスの数や両側のマスあけは、墨字に従

う。マスあけが疑わしかったり統一されていない場合には、エリプシスと隣の語は１マ

スあけ、語の一部の省略はマスあけしない。 

③ ―の両側のマスあけは墨字に従う。マスあけが疑わしかったり統一されていない場合に

は、語を区切るダッシュの両側は１マスあけ、語中のダッシュはマスあけしない。語中

のダッシュ以外は、ダッシュの前後で行移しして、ダッシュを行末や行頭に置いてもよ

い。 

④ 長さの違うダッシュが用いられているときには、長い方にロングダッシュを用いる。 

⑤ タイプライターのように、墨字上の制限により、ダッシュが二つのハイフンで表わされ

ているような場合には、点字ではダッシュ 大＿ を用いてもよい。 

⑥ ／の後で行移しする必要がある場合には、後にハイフンを入れる必要はない。 

⑦ 汎用コーテーションは、最も頻度の高いコーテーションに用いる。どのコーテーション

なのかを注記する。 
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Ⅴ 大文字の表現（大文字指示符類） 

大文字符 大 大文字単語符 大大 

大文字連続符 大大大 大文字終止符 大わ 

① 大文字単語符はアルファベットが続いている間は有効で、アルファベット以外の記号が

出てきたところで終了する。（アルファベット以外の記号には、字体指示符などの点字

のみに用いられる記号も含まれる。ただし、合字やアクセントを示す修飾符は含まれな

い。行移しのために点訳上挿入されたハイフンも含まれない） 

McGRAW-HILL OK’d 

大Ｍｃ大大ＧＲＡＷ＿大大ＨＩＬＬ 大大ＯＫわｄ 

② 語の途中で大文字単語符の効力を終わらせたいときには、その部分に大文字終止符を置

く。複合語などでは、大文字符で終わらせることもできる。 

CDs  TVOntario 

大大ＣＤ大わＳ 大大ＴＶ大Ｏｎｔよｉｏ 

③ 大文字が３語以上（マスあけを区切りとする）続くときは、その最初に大文字連続符を

付けることで、以後の大文字単語符を省略できる。段落や、番号または黒点の付いた一

覧のような複数の要素が大文字になっている場合には、各要素の先頭にも大文字連続符

を置く。連続が終了するところに大文字終止符を置く。 

UNIFIED ENGLISH BRAILLE 

大大大ＵＮＩＦＩけ 五ＧＬＩく ＢＲＬ大わ 

④ 段落や章の頭の語がすべて大文字で書かれている等、墨字上の装飾的な大文字は、点字

化しなくてよい。 

⑤ 略省やローマ数字のすべてが小型大文字で書かれている場合は、通常の大文字として点

訳するとよい。 

⑥ 小型大文字が強調や区別のために使われている場合、点訳者が指定する字体指示符（こ

こでは第五指示符）（後述）で表す。通常の大文字で書かれた部分を大文字符類で表す。 

The newspaper headline was EARTHQUAKE KILLS THOUSANDS． 

大ほ ｎｅｗｓｐａｐせ ｈ一ｄｌ九ｅ 零 斜数七大Ｅよすｑｕａｋｅ  

大Ｋｉｌｌｓ 大すしのへｓ四斜数わ 
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Ⅵ 字体の区別（字体指示符類） 

字体 記号符 単語符 連続符 終止符 

斜体 斜二 斜一 斜七 斜わ 

太字 小二 小一 小七 小わ 

下線付 ｜二 ｜一 ｜七 ｜わ 

筆記体 拗二 拗一 拗七 拗わ 

第一 拗数二 拗数一 拗数七 拗数わ 

第二 小数二 小数一 小数七 小数わ 

第三 ｜数二 ｜数一 ｜数七 ｜数わ 

第四 濁数二 濁数一 濁数七 濁数わ 

第五 斜数二 斜数一 斜数七 斜数わ 

① １文字だけが異なった字体であることを表すときには、記号符を前置する。略字記号の

前に置けば、略字になっている部分の最初の文字が異なった字体であることを表す。 

② 単語符を前置した場合、その有効範囲は（大文字単語符とは異なり）マスあけが出てく

る所までである。マスあけより前で単語符の効力を終わらせたいときには、終止符を置

く。 

③ 字体指示符は、大文字指示符類より外側に置く。 

Radar is from radio detecting and ranging． 

斜一大Ｒａｄよ ｉｓ ｆ 斜一ｒａ斜わｄｉｏ 斜二ｄｅｔｅｃｔゆ 

 斜二へ 斜二ｒａｎｇゆ四 

④ 同じ字体が３語以上（マスあけを区切りとする）続くとき、連続符を用いて、以後の単

語符を省略できる。段落や、番号または黒点の付いた一覧のような複数の要素が異なっ

た字体になっている場合には、各要素の先頭にも連続符を置く。連続が終了するところ

に終止符を置く。 

⑤ 上に示した４種の字体以外を表現するときには、点訳者が指定できる第一～第五字体指

示符を用いる。どのような字体なのかを注記する。 

⑥ 墨字ではたくさんの字体が使われているが、必ずしもそれを点字に表す必要はない。例

えば、見出しには目立つ字体が使われるのが普通だが、レイアウトでその区別が行われ

ていれば、字体の区別は無視できる。理数文書では変数のアルファベットを斜体で表す

が、それも無視される。 

⑦ 特別な字体に続く句読符は、読みやすさを考えて、その字体に含まれると考えてよい。

単語符を使った場合には終止符は必要なく、連続符の場合の終止符は、句読符の後に置

くことを原則とする。ただし、ハイフン、ダッシュ、エリプシスがくる場合には前に置
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く。句読符が特別な字体でないことが明らかで、それが特別な意味を表す場合には、終

止符を句読符の前に置く。 

Ⅶ 数字と演算記号 

(1) 整数・小数・分数 

． 小数点 四 

， コンマ 一 

  数字の間のマスあけ 濁 

  単純分数線 や 

  行継続符 濁 

  行継続符（行末はマスあけ） 濁濁 

① 小数点や数字の区切りのドットには、ピリオドと同じ 四 を用いる。 

3.14 Section 3.3.2 

数３四１４ 大Ｓｅｃ外ｎ 数３四３四２ 

② 数字の前にあるピリオドは、数符の前に書くことを原則とする。小数点であることが明

らかな場合には数符の後に置く。 

No.16 .06 

大Ｎｏ四数１６ 数四０６ 

③ 数字だけからなる分数（縦積みかそれに近い形で書かれたもので、ピリオド、コンマ、

数字間のマスあけを含んでもよい）は、「分子、単純分数線、分母」の形で表す。帯分

数は、マスあけしない二つの数字で表す。 

5

8
  2

1

2
 cups of sugar 

数５や８ 数２数１や２ ｃｕｐｓ み ｓｕｇよ 

④ 数符の効力は、数字と、上記六つの記号が続く場合には継続し、他の記号やマスあけに

よって終了する。 

128,057,352 2,4,6,8 

数１２８一０５７一３５２ 数２一 数４一 数６一 数８ 

1809/01/04-1852/01/06 

数１８０９｜や数０１｜や数０４＿数１８５２｜や数０１｜や数０６ 

10:30 a.m. ‘60s 

数１０三数３０ ａ四ｍ四 わ数６０ｓ  
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⑤ 電話番号や桁区切りなどに用いられるマスあけは、マスがあいていても一つの数字であ

るから、数字の間のマスあけを 濁 で表す。 

128 057 352 phone: (61) 3 1234 5678 

数１２８濁０５７濁３５２ ｐｈ濁ｏ三 濁き数６１濁よ 数３濁１２３４濁５６７８ 

⑥ 数字の途中で行移しせざるを得ない場合には、なるべくコンマやマスあけといった分か

りやすい所に行継続符を置いて行う。マスあけの所での分割では、濁濁 を使って行末に

マスあけがあることを示す。マスあけがない場合には、行末に 濁 を一つだけ置く。 

(2) 数字とアルファベットの接続 

グレード１記号符 外 グレード１終止符 外わ 

① 数字の後に小文字のアルファベット a～jがくる場合に限り、間にグレード１記号符など

を置く。 

2cm 4kg 30Ａ 

数２外ｃｍ 数４ｋｇ 数３０大Ａ 

② 数符は、以降が数字であることを示すと同時に、以降がグレード１状態になることを示

す。したがって、数字に続く文字や記号は、グレード１として読まれる。数符によって

始まったグレード１は、マスあけ、ハイフン、ダッシュのところで終了する。グレード

１終止符で終わらせることもできる。 

1st 16-year-old girl 

数１ｓｔ 数１６＿ｙｅよ＿ｏｌｄ ｇｉｒｌ 

(3) 単位記号等 

° 度 小ろ ′ 分、フィート 七 

″ 秒、インチ 七七 ＄ ドル 拗ｓ 

￠ セント 拗ｃ ￡ ポンド 拗ｌ 

€ ユーロ 拗ｅ ￥ 円 拗ｙ 

＠ 単価、アット 拗ａ ＃ シャープ、重量ポンド ｜す 

％ パーセント 斜零  

① 分、フィートがアポストロフィで、また、秒、インチが方向のないダブルコーテーショ

ンで示されている場合がある。点字でもそれに従って、分、フィートを わ、秒、インチ

を 大七 で表すことができる。  



 

8 

 

(4) 演算記号等 

＋ プラス 濁六 － マイナス 濁＿ 

× カケル 濁八 ÷ ワル 濁や 

＝ イコール 濁七 ≒ ニアリイコール 斜濁七 

≠ ノットイコール 濁七拗さ ＜ ショウナリ 拗き 

＞ ダイナリ 拗よ    

① マイナス記号がハイフンと区別が付かない場合には、どちらにも ＿ を使うことができ

る。 

② カケルの点字記号 濁八 は、乗算、幅と高さの表示、倍率、動植物の掛け合わせといっ

た理数的意味のあるものに用いる。キスマークを表しているような場合には 大ふ を用

いる。 

③ ショウナリ、ダイナリ記号は、山カッコと同じ記号で表す。 

(5) 上付き・下付き文字 

上付き文字 九 下付き文字 五 

① これらの記号を文字の直前に置く。後の文字や記号一つだけの高さが変化していること

を表すが、数符に前置した場合は、その数字全体の変化を示す。 

46,755㎡ 

数４６一７５５ｍ九数２ 

② 略字記号として読める場合には、グレード１記号符 外 などを前置する。 

vitamin Ｂ１２ 

ｖｉｔａｍ九 大Ｂ外五数１２ 

(6) ローマ数字 

① ローマ数字は、通常のアルファベットで表す。略字記号と読み誤る所にのみグレード１

記号符 外 などを前置する。 

ⅰ Ⅴ Ⅶｔｈ 

ｉ 外大Ｖ 大大ＶＩＩ大わす 

② 一貫してローマ数字が小型大文字で書かれている場合、通常の大文字として点訳すると

よい。 
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Ⅷ その他の記号 

＆ アンド 拗へ • 行頭の黒点 ｜四 

〃 同じく 濁一 | 縦線 ｜し 

～ 波線 拗九 ＿ 下線 斜＿ 

© 著作権 小ｃ ™ 商標 小ｔ 

® 登録商標 小ｒ ＊ アステリスク 濁九 

† ダガー 拗大す ‡ ダブルダガー 拗大せ 

△ 三角形 け数３ □ 四角形 け数４ 

○ 丸 けめ  図形終止符 さ 

 点訳者図形指示符 拗け 

 塗りつぶされた図形 ｜ 

 点訳者挿入符 拗斜き 拗斜よ 

 点の位置表示 濁濁め 

 点の位置表示（説明用） 斜め 

 

① ™、＊、†、‡などが高い位置に書かれることがあるが、上付き文字として点訳しなくて

よい。 

② ＿が空欄などを示すために用いられているときは、線の長さに関係なく、記号一つに対

応して 斜＿ を用いる。 

③ け で始まる図形が塗りつぶされていることを表すときには、け の前に ｜ を置く。図

形記号の後にマスをあけずに他の文字や記号が続くときには、図形終止符 さ を挿入す

る。拗けね で鉛筆印、拗けのえ でニコニコマークといった形で、頭文字などを使って、

点訳者が図形記号を作ることもできる。 

④ 点の位置表示は、下がり記号などが離れた場所に出てくるような場合に前置されるもの

で、説明用の点字位置表示は、点字そのものの形を表したいときに前置する。 
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Ⅸ 略字 

(1) 呼び方の変更と廃止された略字 

UEB名称 これまでの日本語名称 廃止されたもの 学習年次 

アルファベット縮約語 
１マスの短縮語・１マス略語 

（アルファベットと同じ形） 
 ２年① 

強縮約語 
１マスの短縮語・１マス略語 

（か く す さ し や） 
 ２年① 

強縮約 

１マスの短縮語・１マス略語 

（へ め み ほ も） 
 ２年① 

１マスの短縮部・１マス略字 

（へ め み ほ も） 
 ２年③ 

強縮約部 
１マスの短縮部・１マス略字 

（その他。五 九を除く） 
数 ２年③ 

下がり縮約語 下がり記号の短縮語・低下略語 六(to) 九六 零(by) ３年③ 

下がり縮約部 
下がり記号の短縮部・低下略字 

（五 九を含む） 
＿ 四(dd) ３年④ 

頭字縮約 ２マスの短縮語・頭字略字  ２年② 

末字縮約部 ２マスの短縮部・末字略字 大ｎ 大ｙ ２年③ 

短形語 

章略語・縮語 

（最初の２マス、骨組み） 
 ３年① 

（最初の３マス、self、ing形と 

セットのもの） 
たわう ３年② 
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(2) 略字記号か、そうでない記号かの書き分け 

グレード１ 記号符 外 グレード１ 単語符 外外 

グレード１ 連続符 外外外 グレード１ 終止符 外わ 

① UEBでは、略字を使うことが標準である。略字として読ませたくない部分には、グレー

ド１指示符類を用いる。 

② 直後の点字記号を略字に読ませたくない場合には、グレード１記号符を用いる。 

③ グレード１単語符を前置することで、マスあけがくる所までがグレード１であることを

表す。マスあけより前でグレード１単語符の効力を終わらせたいときには、その部分に

グレード１終止符を置く。 

④ グレード１を３語以上（マスあけを区切りとする）続けたいときには、その最初にグレ

ード１連続符を置くことで、以後のグレード１単語符を省略できる。グレード１を終了

させたい所にグレード１終止符を置く。 

⑤ 大文字指示符類はグレード１指示符類より内側に置く。 

 

(3) 略字の適用範囲 

① 意味や文脈に関係なく、どのような場所にも略字を使用する。 

② 通常の文章内に出てくるメール、ホームページのアドレスなどにも略字を用いる。 

③ 語として発音する略省・略語には略字を用いるが、アルファベットを文字読みするもの

には使わない。be, con, dis は、元の語で使われていれば用いる。いずれの場合も、元

の語が分からない場合には略字を用いてよい。 

GO Train ゴウ(Government of Ontario)・トレイン 

大大Ｇ 大Ｔｒａ九 

IT 情報技術 kWh 

大大ｉｔ ｋ大Ｗｈ 

cont ← continued 

三ｔ ← 三ｔ九ｕけ 

BEd ← Bachelor of Education 

大Ｂ大け ← 大Ｂａかｅｌｏｒ み 大けｕｃａ外ｎ 

④ 外国語は、字体を変えて表されていることが多い。書物間の一貫性より、書物内での一

貫した区別に心を配ることが重要である。字体で区別されていないような外来語（英語

化した外国語）には略字を用い、区別されているような外国語には用いない。判断の付

かないものは外国語扱いとして、略字を用いない。 
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⑤ 複数の文字や記号・指示符が続く場合で、マスあけから次のマスあけまでの部分のすべ

てが下がり記号になるときには、最後の部分の略字を用いない。（コーテーション類は

すべて下がり記号と考え、大文字符類は下がり記号には含めない） 

‘Is that “in”?－in style, I mean.’ 

八大Ｉｓ ｔ 小八九小零八大＿ｉｎ やｙｌｅ一 大Ｉ ｍ一ｎ四零 

⑥ 音節表記には、アルファベットと同じ形の１マス略語を用いない。 

but-ton 

ｂｕｔ＿ｔｏｎ 

⑦ 点訳上、語の途中で行移しする必要がある場合、分割したことで単独（後述）の状況が

生まれても、新たな略字は使用しない。ingと末字略字が行頭にくる場合には使用しな

い。また、分割された部分の全体が下がり記号にならないようにする。 

CHILD-LIKE 

大大か＿大大Ｌ → 大大か＿ 大大Ｌ 

CHILDLIKE 

大大かＩＬＤＬＩＫＥ → 大大かＩＬＤ＿ ＬＩＫＥ 

(4) 語全体の略字（１マス略語、低下略語、縮語） 

① 語全体の略字は、その語（アルファベットの連続）が、次に定める「単独」な場合に使

用できる。 

a. その語の両側がマスあけされているか、ハイフン、ダッシュで区切られている 

b. 語の前には、次のような記号が入ってもよい： 

カッコ類・コーテーション類の開き、方向のないコーテーション、アポストロフィ 

c. 語の前には、次のような記号を挿入することになってもよい： 

点訳者挿入符の開き、字体指示符類・大文字指示符（いずれも記号符・単語符・連続符） 

d. 語の後には、次のような記号が来てもよい： 

コンマ、セミコロン、コロン、ピリオド、エリプシス、疑問符、感嘆符、カッコ類・コ

ーテーション類の閉じ、方向のないコーテーション、アポストロフィ 

e. 語の後には、次のような記号を挿入することになってもよい： 

大文字終止符、字体終止符類、点訳者挿入符の閉じ 

a child-like manner www.braille.jp 

ａ か＿ｌ ｍａｎｎせ ｗｗｗ四ｂｒａｉｌｌｅ四ｊｐ 

“Do-It-Yourself!” above/below 

八大Ｄ＿大ふ＿大Ｙｒｆ六零 ａｂｏｖｅ｜やｂｅｌこ 
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② １マスの略語は、後にアポストロフィを使った次の６種の縮約表現を含んでいる場合で

も、単独なものとして使用できる：’d  ’ll  ’re  ’s  ’t  ’ve 

you’re which’ll 

ｙわｒｅ さわｌｌ 

③ 低下略語 enoughは、’sに続いているときにも使用できる。 

Enough’s happened． 

大五わｓ ｈａｐｐ五け四 

Mum’s had-enough mood 

大Ｍｕｍわｓ ｜ｈ＿五 ｍｏｏｄ 

④ 低下略語 be, was, were, his は、単独であっても、下がり記号の句読符・指示符類と隣

り合うときには使用しない。ただし、大文字符類は間に入ってもよい。コーテーション

類はすべて下がり記号として扱う。 

HIS DOG “HIS DOG” 

大大八 大大ＤＯＧ 八大大ＨＩＳ 大大ＤＯＧ零 

“HIS DOG” (HIS DOG) 

八｜一大大八 大大ＤＯＧ零 濁き大大八 大大ＤＯＧ濁よ 

That were- I mean was-mine． 

大Ｔ ｗせｅ大＿大Ｉ ｍ一ｎ ｗａｓ大＿ｍ九ｅ四 

⑤ 低下略語 inは、単独でなくても使用できる。（語中でも使用できる。後述） 

in’t in/out 

九わｔ 九｜やしｔ 

⑥ 縮語は、単独な所に使用できる。ICEB記号メンテナンス委員会が維持管理している一覧

に掲載されている派生語・複合語の中でも使用できる。（現在の一覧は『マニュアル』

229ページ以降を参照）後に s が続く場合（abouts, almosts, himsを除く）、’sに続く

場合にも使用できる。（一覧には after, blind, friend が母音及び yに続く語は掲載され

ない。be, conから始まる縮語を語中に使うと下がり記号の略字の規則に反するので、

そのような語は掲載されない） 

⑦ 次の 10の縮語は、一覧に載っていない語の中でも、以下の基準で使用できる。 

a. braille, great は、どこにでも使用してよい 

b. childrenはどこにでも使用してよいが、母音及び yの前には用いない（“children’s wear”

にも使用できる） 

c. blind, first, friend, good, letter, little, quick は、語の初めに用いる。母音及びｙの前に

は用いない（一覧には多数の例外あり） 
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(5) 語の一部に使用するもの 

① マス数が同じ場合の略字の優先順位は、これまでのアメリカ点字と同じである。 

② 音節を越えての略字の使用は、次のように行う。（語の理解や発音を妨げる場合には行

わない） 

a. be, con, dis は、それらの綴りだけで語頭の音節になる場合にのみ用いる。 

b. ea は、接頭辞と残りの部分をまたいで使用しない。 

c. それ以外の略字（特に ed, en, er, of, stは、接頭辞と語根の間をまたいで用いてよい。 

mistake 

ｍｉやａｋｅ 

d. 複合語の要素をまたいでの略字の使用は行わない。 

e. 語根と接尾辞の間をまたいで使用してよい。 

agreable 

ａｇｒ一ｂｌｅ 

f. hが気息音として発音される場合は、ch, gh, sh, th, wh, the の略字は使用しない。 

g. 接頭辞・接尾辞が付いたり、前後に語が加わって複合語になったことで別の略字が使え

るようになった場合、それらを使用する。 

indistinct anteater unlessoned 

九ｄｉやをｃｔ ａｎｔ一ｔせ ｕｎ斜ｓｏｎけ 

③ 単独の条件を満たしている部分で次の綴りを表す場合には、１マス及び enの略字を用

いない：ch, sh, th, wh, ou, st, en 

St. Valentine ch-ch-chillly Chou En-lai 

大Ｓｔ四 大Ｖａｌ五ｔ九ｅ ｃｈ＿ｃｈ＿かｉｌにｌｙ 大かし 大Ｅｎ＿ｌａｉ 

④ ing は語頭には用いないが、それ以外はどこに用いてもよい。前に他の記号類や指示符

類が来てもよい。（語頭とは、マスあけ、ハイフン、ダッシュの後のアルファベット・

修飾符の付いた文字・合字で、その文字の前に、単独のときと同じ記号類・指示符類が

付いている場合も含む） 

brown(ing) SmithInge 

ｂｒこｎ濁きゆ濁よ 大Ｓｍｉす大ゆｅ 
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⑤ be, con, dis は、語頭で、アルファベット（略字・修飾符の付いた文字・合字を含む）に

続いている所にのみ用いる。後に記号類、指示符類が続く場合は用いない。 

be’ave conCUR disturb 

ｂｅわａｖｅ ｃｏｎ大大ＣＵＲ ｄｉｓ斜一ｔｕｒｂ 

⑥ ea, bb, cc, ff, gg は、前後がアルファベット（略字・修飾符の付いた文字・合字を含む）

に挟まれている部分に用いる。前か後に記号類、指示符類がくる場合は用いない。 

stiffly EggHead MacEACHEN 

やｉｆｆ斜一ｌｙ 大Ｅｇｇ大Ｈ一ｄ 大Ｍａｃ大大ＥＡか五 

⑦ upon, these, those, whose, there は、語としての意味が保たれている場合に用いる。 

⑧ had は、aを短く発音する場合に用いる。 

⑨ everは、最初の eに強声があるときに用いる。eever, ieverには用いない。 

⑩ here, name は、その綴りが１音節内である場合に用いる。 

⑪ one は、（ア）語末の oney、（イ）honestとその派生語、（ウ）monetaryとその派生

語、（エ）その綴りが１音節内である場合に用いる。ooneには用いない。 

⑫ some は、語の基本形の中で、それだけで１音節を構成している場合に用いる。 

⑬ time は、「タイム」という発音を保っていれば用いる。 

⑭ underは、次の場合は用いない：（ア）aunderの綴り内、（イ）unが接頭辞である場

合 

⑮ 末字略字は、アルファベット（略字・修飾符の付いた文字・合字を含む）が前にある場

合に用いる。その他の記号、字体指示符類、大文字符類には続けて用いない。 

⑯ ityは、次の語には用いない：biscuity, dacoity, fruity, hoity-toity, rabbity 

⑰ ness は「enまたは in＋女性を表す ess」の場合には用いない。 

citizeness 

ｃｉｔｉｚ五ｅｓｓ 
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(6) 中学教科書で表記が変更となるもの 

［平成 24年度、東京書籍『NEW HORIZON English Course』：32語］ 

able 

ａｂｌｅ 

actually 

ａｃｔｕａｌｌｙ 

addition 

ａｄｄｉ外ｎ 

by 

ｂｙ 

combination 

ｃｏｍｂ九ａ外ｎ 

come 

ｃｏｍｅ 

comic 

ｃｏｍｉｃ 

comment 

ｃｏｍ外ｔ 

communication 

ｃｏｍｍｕｎｉｃａ外ｎ 

community 

ｃｏｍｍｕｎ外ｙ 

company 

ｃｏｍｐａｎｙ 

compare 

ｃｏｍｐよｅ 

computer 

ｃｏｍｐｕｔせ 

equinox 

ｅｑｕ九ｏｘ 

especially 

ｅｓｐｅｃｉａｌｌｙ 

freedom 

ｆｒｅけｏｍ 

information 

九めｍａ外ｎ

into 

九ｔｏ 

mistake 

ｍｉやａｋｅ 

national 

ｎａ外ｎａｌ 

o’clock 

ｏわｃｌｏｃｋ 

problem 

ｐｒｏｂｌｅｍ 

really 

ｒ一ｌｌｙ 

station 

やａ外ｎ 

suddenly 

ｓｕｄｄ五ｌｙ 

table 

ｔａｂｌｅ 

terrible 

ｔせｒｉｂｌｅ 

the San Franscico 49ers 

ほ 大Ｓａｎ 大Ｆｒａｎｓｃｉｃｏ  

数４９外わせｓ 

to 

ｔｏ 

trouble 

ｔｒしｂｌｅ 

usually 

ｕｓｕａｌｌｙ 

vacation 

ｖａｃａ外ｎ 
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(7) 略字の使い方が変更される語の例 

above/below 

ａｂｏｖｅ｜やｂｅｌｏｗ 

aerobic 

ａせｏｂｉｃ 

al fine 

外ａｌ ｆ九ｅ 

anteater 

ａｎｔ一ｔせ 

antedate 

ａｎｔけａｔｅ 

antinode 

ａｎｔ九ｏｄｅ 

aqueduct 

ａｑｕけｕｃｔ 

ASEAN 

大大ａｓ一ｎ 

atmosphere 

ａｔｍｏｓｐ濁ｈ 

Baedeker 

大Ｂａけｅｋせ 

baloney 

ｂａｌ濁ｏｙ 

Benedict 

大Ｂ五けｉｃｔ 

binomial 

ｂ九ｏｍｉａｌ 

bloodletter 

ｂｌｏｏｄｌｒ 

Brigham 

大いｒｉきａｍ 

Caernarvon 

大Ｃａせｎよｖｏｎ 

CAN Network 

大大Ｃ 大Ｎｅｔ濁ｗ

cation 

ｃａ外ｎ 

Chatham 

大かａすａｍ 

ch-child 

ｃｈ＿か 

cheongs 

かｅ外ｇｓ 

chimaera 

かｉｍａせａ 

chockfull 

かｏｃｋ外ｌｌ 

chromosome 

かｒｏｍｏ濁ｓ 

Clemenceau 

大Ｃｌｅｍ外ｅａｕ 

cochleae 

ｃｏかｌ一ｅ 

cenobite 

ｃｏ五ｏｂｉｔｅ 

coneys 

ｃ濁ｏｙｓ 

contradistinction 

三ｔｒａｄｉや九ｃ外ｎ 

Daedalus 

大Ｄａけａｌｕｓ 

d-day 

外ｄ＿濁ｄ 

de-ce-ease 

ｄｅ＿ｃｅ＿ｃ一ｓｅ 

deduce 

ｄけｕｃｅ 

denationalization 

ｄ五ａ外ｎａｌｉｚａ外ｎ 
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deregister 

ｄせｅｇｉやせ 

diaeresis 

ｄｉａせｅｓｉｓ 

dingy 

ｄゆｙ 

distingué 

四ｔゆｕ小やｅ 

doggone 

ｄｏ七濁ｏ 

edition 

けｉ外ｎ 

encyclopaedia 

五ｃｙｃｌｏｐａけｉａ 

enormous 

五ｏｒｍしｓ 

ensphere 

五ｓｐ濁ｈ 

equidistance 

ｅｑｕｉｄｉや斜ｅ 

eraser 

せａｓせ 

extramental 

ｅｘｔｒａ外ｔａｌ 

faerie 

ｆａせｉｅ 

father-in-law 

濁ｆ＿九＿ｌａｗ 

fiancé 

ｆｉ斜ｅ 

forward 

ｆｒこよｄ 

galingale 

ｇａｌゆａｌｅ 

g-ghost 

外ｇ＿きｏや

Goering 

濁Ｇｏせゆ 

GO Train 

濁濁Ｇ Ｔｒａ九 

Gruenfeld 

Ｇｒｕ五ｆｅｌｄ 

haddock 

｜ｈｄｏｃｋ 

Haddon 

大｜Ｈｄｏｎ 

had-enough 

｜ｈ＿五 

hadji 

｜ｈｊｉ 

heartsease 

ｈｅよｔｓ一ｓｅ 

honey 

ｈ濁ｏｙ 

Houghton 

大Ｈ濁しｏｎ 

incongruity 

九ｃ外ｇｒｕ外ｙ 

in-depth 

九＿ｄｅｐす 

indistinct 

九ｄｉや九ｃｔ 

ineradicable 

九せａｄｉｃａｂｌｅ 

in/out 

九｜やしｔ 

in‘s 

九わｓ 

in‘t 

九わｔ 

irredeemable 

ｉｒｒけｅｅｍａｂｌｅ 
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lingerie 

ｌゆせｉｅ 

Liliaceae 

濁Ｌｉｌｉａｃ一ｅ 

listen-in 

ｌｉや五＿九 

Littleton 

大Ｌｌｔｏｎ 

lordosis 

濁ｌｏｓｉｓ 

maenad 

ｍａ五ａｄ 

malediction 

ｍａｌけｉｃ外ｎ 

McConnell 

大Ｍｃ大Ｃｏｎｎｅｌｌ 

meningitis 

ｍ五ゆｉｔｉｓ 

mistake 

ｍｉやａｋｅ 

mongoose 

ｍ外ｇｏｏｓｅ 

motheaten 

ｍｏす一ｔ五 

mother-in-law 

・ｍ＿九＿ｌａｗ 

multinational 

ｍｌｔ九ａ外ｎａｌ 

mustard 

ｍやよｄ 

nightingale 

ｎｉきｔゆａｌｅ 

northeast 

ｎｏｒす一や 

O’CONNOR 

大Ｏわ大大ＣＯＮＮＯＲ

Oedipus 

大Ｏけｉｐｕｓ 

oenology 

ｏ五ｏｌｏｇｙ 

orthopaedic 

ｏｒすｏｐａけｉｃ 

out/in 

しｔ｜や九 

paean 

ｐａ一ｎ 

pandemic 

ｐへｅｍｉｃ 

partake 

濁ｐａｋｅ 

passe-partout 

ｐａｓｓｅ＿濁ｐしｔ 

perineum 

ｐせ九ｅｕｍ 

phoenix 

ｐｈｏ五ｉｘ 

phoney 

ｐｈ濁ｏｙ 

Port Said 

大Ｐｏｒｔ 大Ｓｄ 

prediction 

ｐｒけｉｃ外ｎ 

prenatal 

ｐｒ五ａｔａｌ 

prerequisite 

ｐｒせｅｑｕｉｓｉｔｅ 

print/braille 

ｐｒ九ｔ｜／ｂｒａｉｌｌｅ 

profile 

ｐｒみｉｌｅ 

redistribute 

ｒけｉやｒｉｂｕｔｅ 
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renew 

ｒ五ｅｗ 

reread 

ｒせ一ｄ 

Roentgen 

大Ｒｏ五ｔｇ五 

Rountree 

大Ｒ斜ｔｒｅｅ 

Schoenberg 

大Ｓかｏ五ｂせｇ 

sedate 

ｓけａｔｅ 

sisther 

ｓｉｓほｒ 

southeast 

ｓしす一や 

speakeasy 

ｓｐ一ｋ一ｓｙ 

sphere 

ｓｐ濁ｈ 

spreadeagle 

ｓｐｒ一ｄ一ｇｌｅ 

s-stupidity 

外ｓ＿やｕｐｉｄ外ｙ 

St． 

大Ｓｔ四 

START 

大大やよＴ 

stirabout 

やｉｒａｂ 

subpoena 

ｓｕｂｐｏ五ａ 

sword 

ｓ小ｗ 

teach-in 

ｔ一か＿九

thecond 

ほｃｏｎｄ 

thentury 

ほｎｔｕｒｙ 

this’d 

すわｄ 

th-this 

ｔｈ＿す 

topfull 

ｔｏｐ外ｌｌ 

trinodal 

ｔｒ九ｏｄａｌ 

uncongeable 

ｕｎｃ外ｇ一ｂｌｅ 

underived 

ｕｎｄせｉｖけ 

undisturbed 

ｕｎｄｉやｕｒｂけ 

uneasy 

ｕｎ一ｓｙ 

unfulfilled 

ｕｎ外ｌｆおｌｌけ 

unlessoned 

ｕｎ斜ｓｏｎけ 

valediction 

ｖａｌけｉｃ外ｎ 

Vandyke 

大Ｖへｙｋｅ 

V-J Day 

外外大Ｖ＿大Ｊ 大濁Ｄ 

which’ll 

さわｌｌ 

wh-where 

ｗｈ＿濁さ 

w-will 

外ｗ＿ｗ 
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you’s 

ｙわｓ 

useable 

ｕｓ一ｂｌｅ 

mileage 

ｍｉｌ一ｇｅ 

oleaginous 

ｏｌ一ｇ九しｓ 

genealogy 

ｇ五一ｌｏｇｙ 

Cumaean 

大Ｃｕｍａ一ｎ 

freedom 

ｆｒｅけｏｍ 

orangery 

ｏｒａｎｇせｙ 

 

【UEBにおいても略字が使用できないもの】 

antitype 

ａｎｔｉｔｙｐｅ 

arccosine 

よＣＣＯＳをＥ 

biofeedback 

ＢＩＯＦＥけＢＡＣＫ 

chemotherapy 

＊ＥＭＯほＲＡＰＹ 

chlordane 

＊ＬＯＲＤＡＮＥ 

cofounder 

ｃｏｆ斜ｄせ 

Dayan 

大Ｄａｙａｎ 

deshabille 

ｄｅｓｈａｂｉｌｌｅ 

disingenuous 

四九ｇ五ｕしｓ 

Dworkin 

大Ｄｗｏｒｋ九 

forenoon 

めｅｎｏｏｎ

inessential 

九ｅｓｓ五ｔｉａｌ 

infrared 

九ｆｒａｒけ 

kilowatt 

ＫＩＬＯＷＡＴＴ 

microfilm 

ＭＩＣＲＯＦＩＬＭ 

nongaseous 

ｎｏｎｇａｓｅしｓ 

prounion 

ｐｒｏｕｎｉｏｎ 

retroflex 

ｒｅｔｒｏｆｌｅｘ 

subbasement 

ｓｕｂｂａｓｅ外ｔ 

viceregal 

ｖｉｃｅｒｅｇａｌ 

whaddaya 

さａｄｄａｙａ 
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Ⅹ 英語にとっての外来語 

(1) 修飾符 

／ 文字に重ねた斜線 拗か ̶ 文字に重ねた横線 拗三 

̆ 文字の上のブリーブ 拗ゆ ̄ 文字の上のマクロン 拗＿ 

̧ 文字の下のセディユ 小へ ̀ 文字の上のグラーブ 小か 

̂ 文字の上のシルコンフレックス 小く ̊ 文字の上の丸 小け 

̃ 文字の上のチルダ 小せ ̈ 文字の上のウムラウト 小三 

́ 文字の上のテギュ 小や ̌ 文字の上のキャロン 小ゆ 

 第一修飾符 小｜一 

 第二修飾符 小｜二 

 第三修飾符 小｜＿ 

① これらの記号を前置して、その文字に付けられている音韻変化などの記号を示す。略字

記号には前置しない。方言表記、音声学、英文中の外来語を表すために用いるものであ

り、数式やコンピュータープログラムなどに用いるものではない。 

② 修飾される文字が大文字の場合、大文字符が必要なら修飾符の前に置く。大文字単語符

の効力は、修飾符が出て来ても継続する。 

Douze Études CAFFÈ 

斜一大Ｄしｚｅ 斜一大小やＥｔｕｄｅｓ 大大ＣＡ六小かＥ 

③ 上に定められていない修飾記号を表すときには、点訳者が指定できる第一～第三修飾符

を用いる。墨字上の形を注記する。 

(2) 合字 

合字符 小六 

① 間に合字符を置くことで、その両側の文字が結合されていることを表す。意味を持って

いる合字に用い、墨字での見た目上だけのものには用いない。どのような形で結ばれて

いるのかを注記する。 

② 大文字符など、合字の後ろ側の文字に必要な指示符類は、合字符の前に置く。 

Æｔｎａ 

大Ａ大小六Ｅｔｎａ 

③ 大文字単語符の効力は、合字符の後にも継続する。 

④ 合字符の前後には略字記号を用いない。 
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(3) ギリシャ文字 

ギリシャ文字符 斜 

① ギリシャ文字の点字記号は日本で使われているものと同様で、前置符には 斜 を用いる。 

μsec 

斜ｍｓｅｃ 

② 大文字を表すときには、ラテンアルファベットと同じ大文字指示符類を用いる。 

Σ The Α AND Ω． 

大斜ｓ 大大大ほ 斜Ａ へ 斜Ｗ四大わ 


